第２学年５組　数学科学習指導案

教育実習生　　　　　　
	授業研究仮説
	文字を使って説明を行う前に具体的な値で数の性質を知り，また，ワークシートを使って支援すれば，説明しようとする学習意欲を高めることができるであろう。


１　単　元　式と計算

２　目　標

(1) 具体的な値で数の性質を見つけようとし，文字を使って説明しようとする。

（数学への関心・意欲・態度）

(2) 数の性質を，文字を使って論理的に考察することが出来る。

（数学的な見方や考え方）

(3) 文字を含んだ簡単な整式の四則計算ができ，数の性質を文字を使って説明することが出来る。

（数学的な表現・処理）

(4) ある事象が一般的に成り立つことを，文字式を利用することによって説明するできることを理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数量，図形などについての知識・理解）

３　わかろうとする意欲を高めるための「広場」の構成の仕方

　　１年では，文字式の表記の規約に則って，数量や数量の関係・法則を式に表現したり，式の意味を読み取ったりすることや，文字式が数の式と同様に操作できることなどを学習している。また１つの文字についての１次式の加法と減法の取り扱い，1元一次方程式が解ける程度の簡単な式の計算ができるようになっている。本単元でも，これまでに学習した文字と式の内容をさらに拡張し，いくつかの文字を含む整式の簡単な四則計算を学習してきた。

　　授業は，生徒の取り組む姿勢や教師の発問に対する反応もよく，発表しようとする意欲が見受けられる生徒もいる。また，例題を学習し，問題を練習することには慣れているが，じっくりと考えたり，論理立てて説明したりすることは苦手な生徒が多い。

　　授業に入る前のアンケートは次のような結果であった。(平成18年5月18日実施人数33名)

	問題1　次の計算をしなさい。

1 －３（４ｘ－２ｙ）　　　　　　　（30名）

2 ４ｘ－３ｙ－２ｘ＋５ｙ　　　　　（31名）

問題２　自然数をｎとすると

1 偶数はどう表せるか。　　　・正答（8名）　・誤答（2名）　・無回答（23名）

2 奇数はどう表せるか。　　　・正答（5名）　・誤答（2名）　・無回答（26名）

3 3の倍数はどう表せるか。　　　　（12名）


　  以上の結果をもとに生徒の実態を考えると，分配法則や同類項をまとめる基礎計算は理解しているが文字をつかって，偶数は２ｎ，奇数は２ｎ＋１と表せることを理解していない生徒が多いことがわかる。また，文字の一般性について理解していない生徒や，偶数は文字を使って表せても奇数は表せなかったり，3の倍数は表せても偶数と奇数を表せなかったりする生徒もいる。

　　２ｎがすべての偶数，２ｎ＋１がすべての奇数を表しているという，文字のもつ一般性を強調するためにも具体的な数を使って丁寧に指導する必要がある。また，見通しが持てない生徒に対しては，ワークシート用いて習熟度別の指導をおこなっていきたい。

４　学習計画（13時間）

	
	学　習　活　動


	評　　価　　の　　観　　点

	
	
	数学への
関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な

表現・処理
	知識・理解

	1次

8時間
	文字を含む簡単な計算ができ，代入により式の値を求める。
	1年で学習した式の計算の適用範囲が拡がっていることに関心を持ち，工夫して式の計算や値を求めようとする。
	1年で学習した式の計算の適用範囲を拡げ，多項式，単項式の計算の仕方を，数の計算と比較しながら考察する。
	同類項をまとめる計算や，単項式，多項式の四則計算，さらに代入して式の値を求めることができる。
	単項式，多項式などの言葉の意味や計算の方法，式を計算してから代入するとよい場合があることを知る。

	2次

1時間
	文字式を利用し，数量や数量の間の関係を表す。
	文字式を使い，一般的に簡潔に表現するよさを知ろうとする。
	文字式を利用し，数量や数量の間の関係を表すことで，数量の特徴を考察する。
	数量や数量の関係を，文字式を使って説明することができる。
	文字を使うと，ある事象が簡単に表せることを理解する。

	本時

10時間目
	偶数，奇数，倍数の性質を，文字式を使って考える。
	積極的に数の性質を調べようとする。
	
	
	数の性質を，文字を利用して理解することができる。

	３次

2時間
	目的に応じ等式を変形し，また，比の性質について調べる。
	
	目的に応じて等式を変形し，数量の関係を考察する。
	目的に応じて等式を変形することができる。
	

	４次

1時間
	1章の問題を解く。
	意欲的に問題に取り組む事ができる。
	
	
	


５　本時の指導

　（１）　目　標

　　　　・具体的な値により，数の性質を調べることができる。

・文字を有効に使うことにより，数の性質を理解することができる。

　（２）　準　備・資　料

　　　　　掲示資料（課題文，例題分），ワークシート

（３）　展　開

	学習課題・内容
	支援・留意点
	評価の観点

	１　学習課題を確認する。

奇数と奇数の和は偶数であることを説明しよう。

２　数の性質を復習する。

発問①　偶数とはどんな数だろうか。

　発問②　奇数とはどんな数だろうか。

発問③　ｎを整数とすると偶数はどう表せるだろうか。

発問④　ｎを整数とすると奇数はどう表せるだろうか。

３　課題解決に取り組む。

（１）2つの奇数をそれぞれ２ｍ＋１，２ｎ＋１と表す。ただし，ｍ，ｎは整数とする。

　（２）文字式の計算により和を求める。

　　（２ｍ＋１）＋（２ｎ＋１）

　＝　２ｍ＋１＋２ｎ＋１

　＝　２ｍ＋２ｎ＋２

　＝　２（ｍ＋ｎ＋１）

　（３）ここでｍ＋ｎ＋１は整数だから，２（ｍ＋ｎ＋１）は偶数である。

　　　したがって奇数と奇数の和は偶数である。

４　類題を解く。

　Q２

　（１）奇数から偶数をひいた差は奇数である。

　（２）5の倍数と5の倍数の和は5の倍数である。

　発展問題

・連続する3つの整数の和はどんな数の倍数になるか調べよう。

５　自己評価をする。
	○偶数と奇数の意味を確認させる。

○具体的な値で課題が成り立つのかを調べさせる。

　・３＋５＝８　・１３＋９＝２２　

○文字を使うとよいことに気づかせる。

○偶数と奇数がそれぞれ，２×整数，２×整数＋１で表せることを理解させる。

○整数をｎとして偶数，奇数を，文字を使って書かせる。

○負の数が入っても良い事を確認させる。

○同じ文字を使った式を作り代入してみることで，違う文字を使う理由を考えさせる。

○ｍ，ｎが整数であることを再確認させる。
○同類項をまとめる計算の確認をさせる。
○最後の式変形が目的に応じた式変形であることに注目させる。

○整数どうしの和は整数であることを理解させ，２×整数の形は
　偶数を表すことを強調したい。
○できるだけ自力で書くように促す。
○自分で書けない生徒に対しては穴埋めのワークシートを渡す。

○ワークシートの穴埋めを行ったら，もう一度ノートに書かせて，より理解させる。
○机間指導を行い，見通しの立たない生徒には個別に支援する。
○代入するとき，かっこをつけることに注意させる。
○２×整数＋１の形に式を変形させ，それが奇数を表すことを理解させる。
	関心・意欲・態度

Ａ　具体的な値で数の性質を調べようとし，文字を使って理解しようとする。
Ｂ　具体的な値で数の性質を調べようとする。
（観察・発表）

知識・理解

A　数の性質を理解し，問題を解くことができる。

B　ワークシートを用いて数の性質を理解することができる。

(発表，ワークシート)


